
日本機能水学会第 15 回学術大会の概要 

テーマ案： 機能水を科学する ～水が変わればカラダもココロも変わる～ 

大 会 長： 内藤裕二 先生 （京都府立医科大学 消化器内科学 准教授） 

会  期：  2016 年 9 月 10 日（土）朝～11 日（日）夕 

会  場：  国立京都国際会館 ルーム A （〒606-0001 京都市左京区宝ヶ池  http://www.icckyoto.or.jp/ 

地下鉄烏丸線 国際会館駅より徒歩 5 分） 

参加費：  会員 8,000 円 （事前 6,000 円）、 非会員 12,000 円 （事前 10,000 円）、 学生 3,000 円 （事前 2,000 円） 

   ＊事前締切は 8 月 10 日 

下記へのお振込みと共に、メールにてご連絡ください。領収書は当日現地にてお渡しいたします。 

参加費等振込先： ゆうちょ銀行 ００１６０－５－６８０４５  または   三井住友銀行 目黒支店 普通 １２２５１８５ 

   口座名はいずれも 「日本機能水学会学術大会」  ＊お振込みの際には、参加者名を明記してください。 

技術交流会： 9 月 10 日(土)18：00～ 参加費 10,000 円（事前 6,000 円）、京都国際会館 宴会場スワン 

講演申込み： 6 月 30 日まで 

主 催： 日本機能水学会 

共 催： 機能水研究振興財団、ウォーター研究会、関西ウォーター研究会 

後 援： 日本口腔機能水学会、アルカリイオン整水器協議会、微酸性電解水協議会、日本医療・環境オゾン学会 

協 賛： 韓国水学会、CKJ 国際機能水会議、電気化学会電解科学技術委員会（予定） 

セッション案： アルカリイオン水・水素水、次亜塩素酸水・酸性電解水、オゾン、歯科領域、国際セッション、ほか 

特別講演； 太田敏子先生（筑波大学名誉教授）「宇宙予防医学」、桜井政夫先生（大塚製薬㈱）「ポカリスエットの機能」 

教育講演； 西田教行先生（長崎大学教授）「プリオンの不活化」、宇治公隆先生（首都大学東京教授）「コンクリート強化」 

   横田篤先生（北海道大学教授）「腸内細菌と健康」 

 組織委員会：    内藤裕二（委員長）、吉川敏一、歴代大会長ほか 

プログラム委員会・実行委員会： 日本機能水学会理事ほか 

 大会事務局：   日本機能水学会事務局 担当： 堀田国元、都筑洋子、中藤誉子、福島宏和 

   TEL 03-3495-0251  kinousui-gakkai@fwf.or. jp  http://www.fwf.or. jp 

 

  

 



一般講演の募集 

 

各種機能水の基礎と応用に関する一般講演を募集いたします。下記要領に従って講演要旨を作成し、2016 年

6 月 30 日（木）までにお申込みください。会員の皆さま奮っての応募をお待ちします。 

 

＜講演要旨作成および申込みの要領＞ 

１． 講演要旨作成要領 

・ 下記例を参考に、A4 用紙 2 枚以内に Word で作成してください。 

・ 英文の演題と発表者・所属・要旨をお付けください。 

・ １ページ当たり、１行 48 文字×45 行を基本とします。 

・ マージンは上端 25mm、下端 30mm、左右端 20mm、文字サイズは 10 ポイントを予定しています。 

・ 図表は、本文中に適当に貼り付けてください。 

 ＊最終的には、大会事務局サイドで書式の統一をいたします。 

＊採否について 

プログラム委員会で審議決定いたします。製品等の宣伝色の強い内容の場合や、記述に疑問点のある場合

は、変更を要請することになりますことをお含みください。 

なお、採択数が多い場合は、ポスター発表になる可能性があります。 

 

講演要旨作成例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２． 講演要旨申し込み 

  申し込み者の氏名、所属、電話、FAX、E-mail アドレスを明記の上、講演要旨のファイルを添付してメールにて 

下記宛てにお送りください。 

日本機能水学会第 15 回学術大会事務局 （機能水研究振興財団内） 

E-mail： kinousui-gakkai@fwf.or. jp 

電話： 03-3495-0251、FAX： 03-5435-8522 

＊ご不明の点などにつきましては、担当（都筑洋子、中藤誉子、堀田国元）にお問い合わせください。 

強アルカリ性電解水の殺菌効果について 

○水野花子、機能太郎、電解次郎 

（一財）機能水研究センター 
 
［目的］ 

［方法］ 使用した機器の規格、電解水などの機能水の物性は必ず入れるようにしてください。 

［結果］ 図表は英文で作成してください。 

［考察］ 
 
＊特別講演、教育講演については、この順序に拘らなくても結構です。 
 
［英文タイトル・発表者名・要旨］ 

Anti-microbial effect of strong alkaline electrolyzed water 

○H. Mizuno, T. Kinoh and J. Denkai 

(Kinousui Research Center) 
 
Abstract 

海外からの参加者にも発表内容がわかるように、英文の要旨をつけてください。 


